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2004年度前半の活動について 

理事長 中野 良顯 

 

  2003 年にスタートした私たちの理事会は、今

年で 2 年目の夏を迎えました。初年度に計画し

た主な事業は、第 21 回年次大会の開催、公開講

座、機関誌第 17、18 巻の発行、J-ABA ニューズ 

No.31-34 の発行、学会賞第１回受賞者の決定な

どでしたが、公開講座を除いてはほぼ計画通り

に遂行することができました。年次大会は長谷

川実行委員長の指揮のもとで岡山大学において

盛大に行われ、機関誌の発行は真邊委員長の格

別のご努力によってほぼ定期的に発行できると

ころまで回復するとともに、ニューズ・レター

は藤新委員長のお力で年４回発行することがで

きました。第１回論文賞も、望月要、佐藤方哉

両氏に、第１回実践賞を高畑庄蔵氏に決定する

ことができました。 

また今期 3年間は、理事会の中に 9つのタス

ク・フォースを設けて、20 人の理事の先生方全

員にいずれかに加わっていただき、作業部会ご

とに年次目標を設定して活動していただき、年

度末には目標達成の度合いを査定していただく

ようお願いしております。各作業部会はいま 2

年目の年次目標を設定して、それぞれ勢力的に
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活動していただいております。 

アカウンタビリティということばを辞書で引

いてみますと、企業の場合は「トップが資金管

理責任履行を客観的手段で説明する責任」のこ

とであり、教育の場合は「生徒の成績によって

学校の資金や教師の給料を左右するという形で

の成績責任」のことである、と説明されていま

す。私たち理事会も会員の皆様に対してアカウ

ンタブルな組織でありたいと願っております。

これらの詳細については、9 月の年次大会にお

いて行われる会務総会においてご報告させてい

ただく予定です。 

 

スキナー生誕百年記念ボストン ABA 大会 

 

5 月 28 日から 6月 1日まで、シェラトン・ボ

ストン･ホテルで、国際行動分析学会第 30 回年

次大会が開催されました。今年は 30 カ国から

3800 人が参加したそうですが、うち 13 人は上

智大学の 11 人の学生と私たちでした。今大会は

ボストンの地でスキナー生誕百年を祝う特別の

会でしたが、私たちにとっては恩師のロヴァス

先生が「マス・メディア貢献賞」（Award for 

Effective Presentation of Behavior Analysis 

in the Mass Media）を受賞されたため、とりわ

け心に残る大会となりました。 

ロヴァス先生は受賞講演において、ワシント

ン大学時代にビジューとベアーによって、いか

に巧みに精神分析派から行動分析派へとシェー

ピングされていったかということと、現在の応

用行動分析が直面している問題とを例によって

時間を無視してユーモアたっぷりに話されまし

た。会場は爆笑に次ぐ爆笑となりましたが、話

された内容は「ドン･ベアー:明るい未来への道

を拓く」（行動分析学研究 17 巻 1号、68-75）の

記述とほぼ重なるものでした。 

翌 30 日夜 7時から、ロヴァス先生による特別

ワークショップ「自閉症に対する早期高密度行

動介入」が企画されました。ワークショップで

は UCLA-YAP のこれまでの研究の流れと、新しい

データの提示が行われ、2 時間という時間を忘

れるほど楽しく学習させていただきました。途

中で山本崇博君と私が自閉症児とその父親役と

して壇上に引っ張り出され、ロールプレーを演

じさせられました。写真はワークショップ終了

後に会場で先生を囲んで撮ったものです。手に

されているのは日本のうちわで、私たちがお祝

いのことばを寄せ書きして差し上げました。 

  私たちは今年もポスター発表をしましたが、

そのほかにインターナショナル・ペーパー・セ

ッションでアンディ・ボンディの PECS について

の講義の通訳をしました。事前に翻訳しておい

たパワー・ポイントを日本から持参したノー

ト・パソコンを使って提示して、50 分のプレゼ

ンテーションをしました。講義が進むに連れて

だんだん二人の息が合うようになり、楽しく仕

事をすることができました。 

 私たちはもう一つ「学齢児の望ましい行動を

増やすためのソーシャルスキル訓練とセルフマ

ネジメントの活用」というインターナショナ 
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ル・シンポジウムを企画しました。オハイオ州 

立大学のピーターソン教授と相談して、アメリ

カ側の発表者は日本語のパワー・ポイントを提

示して英語で口頭発表し、日本側の発表者は英

語のパワー・ポイントを提示して日本語で発表

するという形で申し込みをしてみました。日本

語やスペイン語への通訳つきセッションからヒ

ントを得たものであり、一年がかりで取り組ん

だものでした。通訳つきセッションだと一方向

的ですが、ジョイント・シンポジウムでは双方

の発表者がデータを出し合い、母語を生かしな 

がら双方向的にデスカッションできます。結果

的には日本側の発表者が英語での発表に挑戦し

たので、当初の企画通りには展開しませんでし

たが、発表申し込みの段階で日本語の発表でも

よいとしたことは、日本側の参加者の気持ちを

ずいぶん楽にすることができました。通訳つき

セッションでは一方的にサービスされているよ

うで気が引けるのですが、このような方式にす

れば対等に議論することができるので、事前の

準備には時間がかかりますが、伸び伸びと参加

できるのではないかと思われます。ABA 関係者

が今後われわれの初めての試みを生かしてくれ

るといいと思っています。 

 

2004 年世界行動療法認知療法会議 

 

7 月 20 日から 24 日まで、神戸の国際会議場

で 2004 年 世 界 行 動 療法 認 知 療 法会 議

（WCBCT2004）が開かれました。これは日本行動

療法学会、日本認知療法学会、日本行動分析学

会の３学会が中心となって組織委員会を作り、

アジア組織委員会と共同して３年がかりで実現

したものです。このうち行動療法学会と認知療

法学会は、この WCBCT2004 に合わせて、それぞ

れの学会に関連するテーマで招待講演やシンポ

ジウムなどを開催しています。そうした招待講

演やシンポジウムなどを合計すると、WCBCT 全

体としては約 30 のワークショップ、21 の招待

講演、28 のシンポジウム、70 の口頭発表、277

のポスター発表が行われたことになります。そ

して国際会議への参加者は約 1400 名、ワークシ

ョップへの参加者は延べ 2000 名に達しました。 

この国際会議開催への協力は、小野浩一前理

事長がお引き受けしたものであり、私は理事長

交代に伴って途中からこの計画に参加してきま

した。学会としては 2003 年度の事業計画に予算

の裏づけを伴う事業としては掲げていませんで

したが、科研費の申請をしたり招待講演候補者

に依頼状を書いたりするなど、多少のお手伝い

はしてまいりました。私はこの会議に最初の二

日間だけ参加いたしました。 

初日はまず１日ワークショップに出て通訳を

務めました。｢行動主義に基づく自閉症児の治

療｣というワークショップで、ノルウエーの若い

友人スヴェン･アイカセッツ教授が発表してく

れました。スヴェインはノルウエー語の処理で

きるパソコンを持ってきました。それでパワ

ー・ポイントの中の動画を提示することにしま

した。私は彼のパワー・ポイントの日本語版を

直前に作り、それを私のパソコンから提示する

ことにしました。6 時間の間、主に日本語版の

パワー・ポイントを提示し、ときどきノルウエ

ー版から動画を提示して、わかりやすく講義し

てくれました。スヴェインはノルウエーなまり

の早口の英語で話すので、ゆっくり話すように

あらかじめ釘を刺しておいたのですが、やはり

すぐ早口になりました。通訳の仕事は私にとっ

ては「呆け度テスト」｢老人度テスト｣のような

ものでした。実際には通訳というよりも、二人

でその場で文章を創作するというような形で展

開しました。講義では初歩のプログラムとして、

非音声模倣、簡単な教示の理解、マッチング、

言語の理解、音声模倣、表現言語、遊びの指導

が取り上げられ、ノルウエーの子どもたちの映

像がたくさん提示され、指導の具体的な技法の

提示と背景にある行動の原理の解説がほどよく

行われました。とくに条件性弁別訓練、偶発教

授、般化と維持、ログ・ブックによるデータの

収集方法などは、豊かな臨床経験の裏づけなし
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には語れない中身の濃い話でした。国際会議の

ワークショップ担当の丹野義彦教授がこのワー

クショップの出版を企画しています。いずれみ

なさんに詳細をお伝えすることができることに

なるでしょう。 

初日の午後 5時から開会式が行われ、組織委

員長の高山巌教授、世界会議委員長のアーサ

ー・ネズ教授、井戸兵庫県知事、矢田神戸市長

などが挨拶しました。主催 3 団体の理事長も挨

拶を求められました。私の挨拶は以下の通りで

す。 

「主催団体の一つである日本行動分析学会を

代表いたしまして、一言ご挨拶を申し上げます。

まず、2004 年世界会議を日本において開催する

ために、アジア組織委員会のリーダーとして、

つねに先頭を切ってプロジェクトを推進してこ

られた日本行動療法学会のみなさまに、心から

厚く御礼申し上げます。 

日本行動分析学会は、行動主義の臨床研究と

実践に取り組む“きょうだい団体”として、日

本認知療法学会とともに、仲間入りをさせてい

ただきました。そのような機会を与えて下さっ

た友情とフェアプレーの精神に、重ねて深く感

謝申し上げます。 

さて、この会議では“グローバル・スタンダ

ードをめざして”を目標に掲げました。グロー

バル・スタンダードとは何か、それを実現させ

るための道筋には何が待ち受けているか。その

ことを考えてみました。 

日本に生まれ、日本で育った私が、欧米で発

達した行動療法や行動分析を学ぶとき、壁とし

てぶつかるのは、外国語とくに英語と、それを

操る人々のものの考え方です。 

私は 30 歳過ぎまで、来談者中心療法を信奉し

ていました。初めは翻訳書を頼りに勉強する。

やがて翻訳者の枠組みから自由になって、ロジ

ャーズ自身の原文から、その真意を理解したい

と思うようになる。ロジャーズから私が学んだ

ことは、カウンセリングの枠組みと、そして彼

が格闘していた“臨床の科学化”という課題で

した。グローバル・スタンダードと科学哲学と

の間には、切っても切れない関係があります。

“サイエンスとは何か？”“人間としての惻隠

の情から生まれた、ヒューマン・サービス専門

職を、サイエンスというグローバル・スタンダ

ードによって整合させようとするとき、私たち

にどんな問題が起こるか？”。ロジャーズが1950

年代に格闘していた問題は、昔のサイエンティ

スト・プラクティショナー・モデルから、現代

のエヴィデンス・ベースト・トリートメントに

至るまで、長い間この領域で追求されてきた、

“科学とヒューマニズム”の結合という普遍的

な問題でした。そのことを発見したとき、私は

世界に解き放たれた開放感と、普遍的にものご

とを考えることの喜びを実感することができま

した。 

しかし当時の私の臨床には、焦点というもの

がありませんでした。30 代になってやっと自閉

症の子どもたちに出会い、自閉症の子どもたち

の支援の仕事を自分の生活にすることによって、

焦点が定まりました。 

そしてまたもや、英語という壁にぶつかった

のです。イヴァー・ロヴァスの“精神障害児の

模倣言語の獲得”も、モントローズ・ウォルフ

の“自閉症児の問題行動へのオペラント条件づ

けの適用”も、ドナルド・ベアらの“応用行動

分析の現在のいくつかの次元”も、どれも日本

語では読むことができない。図書館に行って論

文を探す。自分の大学にはそのジャーナルがな

いことを知る。やっと論文を手に入れ、喜び勇

んで全訳して清書する。コピーを作り、仲間と

輪読して、一字一句理解しようとする。そうし

て判ったことは、日本の自閉症児も、アメリカ

の自閉症児も同じ行動を示すこと、アメリカの

自閉症児の行動を劇的に改善させたオペラント

条件づけと行動分析は、日本の自閉症の子ども

たちの支援にもそのまま役立つサイエンスとテ

クノロジーであること、でした。人間にはロー

カルな文化を超えて普遍性が存在すること、サ

イエンスはローカルな文化を超えて人々を結び
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Table 1. Scientific Evidence of ABA Studies 
Level of 
evidence 

Reference Program 

1 Smith et al., 2000 UCLA model for 25 hours per week of 1:1 for 1 year and gradually reducing 
hours over the next 1-2 years (experiment, n=15), 3-6 months of parent 
training (control, n=15). 

2 Eikeseth et al., 
2002 

UCLA model for 28 hours per week of 1:1 for one year (experiment, n=13), 
29 hours per week for one year of 1:1 special education (comparison, n=12). 

2 Lovaas,1987; 
McEachin  et 
al., 1993 

UCLA model for 40 hours per week of 1:1 for a minimum of two years 
(experiment, n=19), less than 10 hours per week of UCLA ABA model 
(comparison 1, n=19), local service group (comparison 2, n=21). 

3 Andersen et al., 
1987 

UCLA model for 15-25 hours per week for 2 years (n=14) 

3 Birnbrauer & 
Leach, 1993 

UCLA model for 18 hours per week for 2 years (n=9). Comparison with 
children not qualifying for study (n=?) 

3 Eldevik et al., in 
press 

UCLA model for 12.5 hours per week for 21 months (experiment, n=13), 12 
hours per week for one year of 1:1 special education (comparison, n=15) for 
21 months 

 3 Scheinkopf & 
Siegel 1998 

Parent managed intervention based on UCLA model for 12-43 hours per 
week of 1:1 treatment for 20 months (experiment, n=11) and CA and MA 
matched local service group (comparison, n=11) 

3 Smith et al., 2000 Parent managed intervention based on UCLA model for 25-30 hours per 
week of 1:1 treatment for at least one year 

3 Weiss, 1999 UCLA model for 2 years (n=20)  
NSV Bibby et al., 2002 ABA. Parent managed intervention based on UCLA model for unspecified 

number or hours per week of 1:1 treatment for at 2 years and 6 months. 
NSV Handelman et 

al.,1991 
Children working in self-contained (n=unspecified) or integrated classrooms 
(n=unspecified) for 11 months. 

NSV Harris et al., 1990 Children working in self-contained (n=5) or integrated classrooms (n=5) for 
11 months. 

NSV Harris et al., 1991 Children working in self-contained (n=unspesfied) or integrated classrooms 
(n=unspecified) for 11 months. 

NSV Hoyson et al., 
1984 

15 hours per week of intervention in class of typically developing children 
(n=6; Bredkamp, 1977; Strain & Cordisco, 1994). Some 1:1 treatment. 

NSV Luiselli et al., 
2000 

UCLA model for 14 hours per week for 9 months (n=16)  

つける思考の体系であること、でした。そのこ

とはその後フルブライト基金の助けによって

UCLA に留学し、ロヴァス教授の自閉症臨床の研

究に参加することによって、じかに確かめるこ

とができました。 

グローバル・スタンダードを実現する道筋と

は何でしょうか？私はこう考えます。第一に、

自分の臨床の焦点をしぼって、その領域の主要

な問題を解決するために継続して取り組むこと。

そのことによって世界の仲間に語るべきデータ

を蓄積すること。第二に、内外のサイエンスの

情報にできるだけ通暁すること。しかしこのこ

とは、アジア人とりわけ日本人にとっては、外

国語という壁に挑戦し続けることを意味します。

第三に、多くの図書館が、重要なジャーナルの 

講読に惜しみなく予算を投入すること。読みた

いときに論文が手に入る環境、論文を入手して

読む行動が“即時強化”される制度を確立する

ことです。そして最後に、同じ領域で仕事をし

ている内外の人々と積極的に交流すること。 

2004 年世界行動療法認知療法会議は、まさに

アジアにおいてこのことを実現するための壮大

な試みであります。この国際会議が、世界から、

アジアから、そして日本から参加された、すべ

ての人々にとって、深いレベルで交流すること

のできる、真に開かれたフォーララムとなるこ

とを祈念いたしまして、歓迎のご挨拶とさせて

いただきます。」 
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 この日の夜 7 時からは、国際会議場に隣接す

るポートピア・ホテルの偕楽の間で盛大な歓迎

パーティが行われ、ほとんどの参加者が出席し

て交流を深めました。舞台ではバーロー教授の

挨拶や、徳島県の「ほんま連」の阿波踊りの披

露などがありました。海外の参加者も楽しそう

に踊っていました。 

国際会議二日目の 21 日の午前中は、アイカセッ

ツ教授の招待講演がありました。私はその座長

を務めました。演題は「自閉症児の早期介入の

アウトカム」でした。会場で日本語に訳した配

布資料を配りましたが、英語を聞いてその場で

理解するにはやや難しい講演内容でした。自閉

症の早期介入論文を集めて分析したもので、彼

はまず分析対象の候補として次の条件を満たす

論文を収集しました。①査読付ジャーナルに発

表された、②アウトカム・データが示されてい

る、③受理面接時の子どもの平均年齢が 7 歳以

下だった、④自閉症児が示す多くの問題に対応

する総合的な心理教育的サービスを提供してい

る。次にそれらを科学的証拠の質の度合いによ

って 4 段階に分類しました。最高度の科学的論

文を意味するレベル 1 の条件は、①参加児を

ICD-10 か DSM-Ⅳによって診断した、②診断は第

三者が行ったか、ADI-R, ADOS-G, または CARS

などの診断用具が使われた、③参加児は無作為

抽出された、④受理時測度とアウトカムは、少

なくても知的機能と適応機能を測定しており、

標準化された査定用具が使われた、⑤IQ 得点は

言語コミュニケーションスキルと視空間または

パフォーマンススキルの両方から収集された、

⑥査定は独立の査定者によって行われた、⑦治

療忠実度の査定がされているか、治療手続きが

マニュアルとして示されている、でした。その

結果レベル 1 に該当する論文は 1 本のみ、レベ

ル 2 に該当する論文が 2 本、レベル 3 に該当す

る論文は 6 本、科学的価値なしは 6 本になりま

した(Table 1)。詳細は他に譲りますが、この興

味深い論文についても、国際会議終了後、翻訳

して出版される可能性があります。 

それは国際会議直前に、基調講演と招待講演

を依頼している先生方に対して、坂野雄二 

日本行動療法学会理事長と私の連名で、その講

演内容を主催２学会の機関誌に掲載させて欲し

い旨を申し入れてあるからです。日本認知療法

学会は，日本学術会議に登録されてまだ１年し

か経っていず機関誌も発行されていないため、

論文掲載は他の２学会にお任せするという返事

をいただいています。坂野先生と話し合って、

スヴェインの論文は行動分析学研究に掲載する

方向で検討したいと思っています。 

  さて 21 日午後は、バーロー教授による「情緒

障害の治療における認知行動療法統合的プロト

コール:理論と実践」という招待講演と、坂野雄

二座長による学生向けシンポジウム「科学と実

践の力をどう磨くか？」に参加しました。バー

ロー教授の招待講演も素晴らしい内容であり、

これは坂野先生との取り合いになる可能性があ

ります。 

なお 24 日の閉会式においても一言挨拶するこ

とを求められましたが、あいにく別の会合が予

定されていたため、残念ながらお断りすること

にしました。 

日心連の動き 

 

 日本心理学諸学会連合(日心連)の 2004 年度

第 1回（通算第 12 回）理事会が、2004 年 7 月 3

日に開かれました。主な報告事項と審議事項を

要約してご報告いたします。 

１．日心連の事務局が移転しました。新事務

所は早稲田大学文学部織田研究室（〒162-8644 

東 京 都 新 宿 区 戸 山 1-24-1  TEL/FAX 

03(5286)3563 E-mail odam@waseda.jp 担当 

仮澤 木曜午前 10 時から午後 5時まで） 

２．二つの学会が新規入会しました。①日本

乳幼児教育学会（田中敏隆理事長、472 人）、②

日本認知心理学会（太田信夫理事長、540 人）。 

３．収支決算の報告がありました。2003 年度

収入 347 万円（会費 197 万、繰越金 150 万）、支

出 132 万円（会議費・交通費・郵送費）、次年度
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繰越金 214 万円。 

４．会則が改正されました。①2005 年度から

会費と理事定数を変更する。日本行動分析学会

は、500 人から 1000 人の学会であるため、会費

は一人当たり50円、年会費として37500円（7500

円の値上がり）となり、理事定数は現行どおり

1 名になりました。②委員会の立ち上げ条件を

次にように改正する。「委員会の設置は常任理

事会が発議し、理事会の了承を求める。また委

員会委員は、常任理事会の議を経て、理事長が

委嘱する」。 

５．常任理事が交代しました。岩崎康男常任

理事が日本生理心理学会の理事長の任期を終了

したことに伴い、新井邦二郎日本教育心理学会

理事長が常任理事になりました。空席になった

監事には、滝口俊子日本心理臨床学会常任理事

が就任しました。 

６．日心連において「心理学検定」試験を行

うことが決定されました。なお日本心理学会か

ら日心連への「資格認定」の委譲については、

日本心理学会から協議を進める旨の回答が得ら

れないため、日心連として速やかに協議に応じ

るよう申し入れることになりました。 

７．「心理学検定」のための準備委員会を組織

することになりました。2004 年 7 月 31 日まで

に日本行動分析学会からも委員を推薦するよう

要請されています。任期は2005年3月末日です。

その後は心理学検定局となり、発展的に解消す

る予定です。準備委員会の任務は、心理学検定

の企画、運営、広報、問題作成、採点、認証等

のほか、財政問題への対応を含め、検定実施の

ための準備を進めることです。日心連の理事は

自学会の会員の中から何人でも推薦することが

できます。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2004年度学会賞について(第3報) 
NL編集部 

 

現在、学会では２００４年度の日本行動分析

学会「学会賞（論文賞）」と「学会賞（実 

践賞）」の選考を進めております。「学会賞

（論文賞）」と「学会賞（実践賞）」ともに 

選考委員の選出をはじめ資料の発送などの

手順を経て、選考委員による投票が、さる７月 

１６日に締め切られました。受賞者の決定は、

来る８月２２日の常任理事会において行な 

われます。論文賞と実践賞の受賞者には、９

月４日、５日の第２２回年次大会におきまして

授賞講演をしていただく予定です。 

  

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

編集委員会より 
 行動分析学研究編集委員長 眞邊 一近 

 

7 月初旬に行動分析学研究 18巻第 2号が発刊

されました。現在の編集委員による発刊は 2 冊

目になるわけですが、3 ヶ月ほどずれ込んでし

まい当初掲げていた年 2 冊という目標は残念な

がら達成されませんでした。この紙面をお借り

して会員の皆様にお詫びします。 

 本年度は、19 巻 1号と 2号の発行を予定して

いますが、1 号はアクションエディター中島委
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員による倫理特集号、2 号は一般論文の発行を

予定しています。今年度中にぜひとも年 2 冊の

発行に復帰すべく、全力をつくしてまいります。 

 年 2 冊の発行に加えて、今期の目標として、

執筆規定・投稿の手引きの見直しを考えていま

す。現在の行動分析学研究の執筆・投稿規程は、

書式の基準としていたアメリカ心理学会（APA）

の APA マニュアル（http://www.apastyle.org/

参照）と若干ずれが出てきています。また、イ

ンターネットの情報の記載方法などの追加も必

要かと考えています。さらには、e-mail での投

稿・査読を試験的に行ってきましたが、問題な

く順調に行われていることから、正規の手続き

として組み込むことも検討課題です。 

 これらの検討課題についての皆様のご意見を

お寄せください。お待ちしております。 

  

（投稿を予定されている会員の皆様へのお願

い） 

 論文投稿規程には、電子ファイル（Text ファ

イルあるいは Word ファイル）の提出を要件に加

えていませんが、迅速な査読を行うため、ご投

稿いただく場合は、印刷された論文に FD あるい

は CD に記録された電子ファイルを添えてくだ

さい。また、可能なら e-mail でも添付ファイル

としてお送りください。もし難しい場合は、従

来通り印刷した原稿をお送りください。編集部

で電子化します。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出版企画委員会より 
普及書「行動分析学入門(仮称)」出版計画の進行状況について 

 普及書刊行委員会委員長 藤田 継道 

 

会員の皆様、お元気でいらっしゃいますでし

ょうか？ お伺い申し上げます。 

さて、先のニューズレターでご紹介しました、

アンケート調査で得られた結果に基づいて、会

員の皆様のご希望の多かった内容のうち、この

企画に取り上げるべき内容とご執筆頂ける内容

について、歴代の理事長（初代山口薫先生、第

二代佐藤方哉先生、第三代河嶋孝先生、第四代

小林重雄先生、第五代小野浩一先生、第六代現

中野良顯先生）および、常任理事の先生方に電

子メイルでご意見をお聞きしているところです。 

 現時点でメイルのお返事をいただくことがで

きたのは初代理事長の山口薫先生です。 

山口先生からのお返事は以下の通りです。 

「お元気で何よりです。私も４月から星槎大学

の学長になり、忙しくしていますが、もう少し

頑張ろうと思います。佐藤先生が執筆されるな

ら私も何か書かせてもらってもと思います。学

会で講演したような内容を整理したものでしょ

うか？ 

精神分析、認知論の批判を分かりやすく書いて

くださる人があればと思います。 

山口 薫」 

これに対して、私から次のお返事をいたしま

した。 

「・・・(前略)・・・佐藤先生にもご執筆頂け

ると思っています。精神分析学、認知論批判は

本学会にメリットがあるかどうか、検討させて

ください。臨床心理士養成校の教員である私と

しては、精神分析学を批判することで指定校取

り消しになる危険性があります。そうすると学

生が集まらなくなるので大問題です。批判では
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なく、行動分析学で十分説明できるという書き

方だと角が立たなくていいような気がします。

この辺の内容について書いてくださる方は河合

伊六先生がふさわしいのではないかという気が

しますが・・・・。 

早いお返事ありがとうございました。お礼申し

上げます。 

また、あらためてお願いをすることになると思

いますが、その節はどうぞよろしくお願い申し

上げます。・・・(後略)・・・藤田継道」  

 

多忙を極めていますが、９月の学会の折には何

らかの形で会員の皆様に「普及書の内容」の概

要（章立て、節立て、執筆者交渉中）くらいは

お知らせできるのではないかと思っています。

今しばらくお待ちください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

公開シンポジウム企画委員会より 
自主公開講座ガイドラインについて 

担当常任理事 小野 浩一 

 

１．自主公開講座の趣旨 

 自主公開講座は、基礎、応用を問わず、行動

分析学の普及、学会員の拡大、そして行動分析

学の理念や方法をとりいれた実践活動の援助の

ために開催され、特定の個人や団体の営利を目

的としないものとする。 

 

２．学会との連携内容 

 自主公開講座は、正会員からの申請によって、

学会からの資金的援助、学会の広報手段（ホー

ムページやニューズレターなど）の利用ができ

る。そして、それらの広報や会場において「日

本行動分析学会協賛」を記載する。 

 

３．開催の申請 

１）自主公開講座の申請は、申請時に日本行動

分析学会の正会員であり、講座開催の責任者が

行う。 

２）申請時期は、資金援助を必要とする場合に

は、原則的に当該年度の前期中に行うものとす

る。 

３）申請に際しては、企画責任者、講座タイト

ル、内容の概要、発表者、場所、期日と時間、

予算概要（会費設定、謝金など）、他学会や団体

また各種ファンドなどの提携の有無、について

記述する。 

 

４．自主公開講座の援助額 

 原則として１件につき５万円以下とするが、

申請時にその金額を申請することとする。 

 

５．公開講座の審査 

 自主公開講座の申請については、直近の常任

理事会によって、１．の原則に挙げた基準によ

って審査し、採否と援助金額が決定されるもの

とする。 

 

６．報告 

 開催後に、会計報告ならびに講座の詳細報告

を行うものとする。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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自主公開講座申請書 

年 月 日 

日本行動分析学会理事長殿 

申請（開催）責任者： 印 

所属機関名： 

 

１．開催責任者（日本行動分析学会正会員であること）： 

２．講座タイトル： 

３．開催日時： 

４．開催場所： 

５．予想参加人数： 

６．内容の概要および講演者・発表者： 

 

 

 

 

７．希望補助金額：         円（最大 50,000 円） 

８．他学会・団体あるいはその他助成金の有無： 

  なし  ／  あり （具体的に：                 ）  

９．予算概要 

収入 支出 

参加費 

公開講座補助費 

その他助成金 

その他 

 

\ 

\ 

\ 

\ 

\ 

会場費 

人件費 

講師謝礼費 

その他 

\ 

\ 

\ 

\ 

\ 

合計 \ 合計 \ 

 
 
 
事務局記入項目 

受付日：   年  月  日 ／ 決定日：   年  月  日 ／ 採用・不採用 



The Japanese Association for Behavior Analysis Newsletter, No. 35 

11 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

財務担当より 
日本行動分析学会 2003 年度決算報告 

財務担当常任理事 坂上 貴之 

一般会計
収入の部  支出の部

科目 予算額 決算額  科目 予算額 決算額

前年度繰越金 3,276,108 3,276,108  事務局費

       事務局員給料 360,000 360,000

年度会費        消耗品費 100,000 29,948

　　正会員        コピー代 50,000 9,800

　　　　一般 2,909,550 2,996,000        通信費 220,000 146,868

　　　　学生会員 350,200 404,000        会費納入案内郵送費 48,000 50,170

　　　　夫婦会員 32,000 20,000  印刷費

　　購読会員 328,000 371,800        学会誌印刷費 3,000,000 2,223,262

　　賛助会員 10,000 10,000        ニューズレター印刷費 50,000 42,954

 過年度会費        封筒印刷費 250,000 187,950

    正会員        パンフレット印刷費 60,000 84,000

　　　　一般 132,300 280,000  刊行物郵送費

　　　　学生会員 19,200 16,000        学会誌郵送費 173,400 166,200

　　　　夫婦会員 8,000 8,000        ニューズレター郵送費 216,000 202,660

　　購読会員 8,000 40,000  学会事業補助費

学会誌販売 30,000 145,000        公開講座補助費 300,000 0

広告代 30,000 0        2004年度大会補助費 200,000 200,000

特別会計１より 569,601 569,601        学会賞関連費 100,000 100,000

コピーサービス 1,170  編集委員会費

著作権使用料 39,978        編集作業費 150,000 9,010

抜き刷り代 166,000        英文校閲費 100,000 75,000

利息 5  会議費

和文・英文抄録許諾料 5,460        年次大会会議費 30,000 27,923

大会発表論文集販売 8,000        その他の会議費 80,000 72,990

予備収入 16,389        常任理事旅費 300,000 309,920

       事務局年次大会出張費 80,000 65,840

 その他  

       優良納入者会費払い戻し 29,000 29,000

       機関誌保管料 52,000 55,999

       日本心理学諸学会連合会費 15,000 30,000

       アルバイト・謝礼費 150,000 66,500

       日本学術会議心研連会費 10,000

 予備費 1,529,559 0

 雑費 60,000 11,990

 次年度繰越金 3,805,527

 合計 7,702,959 8,373,511  合計 7,702,959 8,373,511

特別会計１ （学会20周年記念事業積立）
 収入の部  支出の部

 科目 予算額 決算額  科目 予算額 決算額

 前年度繰越金 569,601 569,601  一般会計へ 569,601 569,601
 

 合計 569,601 569,601  合計 569,601 569,601

特別会計２ （若手研究者ＡＢＡ派遣基金）
 収入の部  支出の部

 科目 予算額 決算額  科目 予算額 決算額

 前年度繰越金 509,418 509,418  若手研究者ABA派遣費 150,000 150,000

 次年度繰越金 359,418 359,418

 合計 509,418 509,418  合計 509,418 509,418  
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日本行動分析学会 2004 年度予算案 

 

一般会計
 収入の部  支出の部

 科目 予算額 （内訳）  科目 予算額 （内訳）

 前年度繰越金 3,805,527  事務局関連費 894,000

 今年度会費        事務局員給料 360,000

　　正会員 3,705,900        消耗品費 150,000

　　　　一般 2,963,100        通信費 200,000

　　　　学生会員 380,800        会費納入案内郵送費 50,000

　　　　夫婦会員 32,000        事務局アルバイト代 134,000

　　購読会員 320,000  刊行物関連費 3,012,000

　　賛助会員 10,000        学会誌印刷費 2,250,000

 次年度会費 1,600,000        学会誌郵送費 170,000

 過年度会費 167,500        編集作業費 150,000

    正会員        英文校閲費 160,000

　　　　一般 132,300        ニューズレター印刷費 50,000

　　　　学生会員 19,200        ニューズレター郵送費 216,000

　　　　夫婦会員 8,000        ニューズレター発送アルバイト代 16,000

　　購読会員 8,000  学会事業補助費 670,000

 学会誌販売 50,000        公開講座補助費 300,000

       2004年度大会補助費 200,000

       学会賞賞金 100,000

       学会賞関連郵送費 20,000

       学会賞関連印刷費 50,000

 会議費 420,000

       年次大会会議費 30,000

       その他の会議費 80,000

       常任理事旅費 300,000

       事務局年次大会出張費 10,000

 その他 129,000

       優良納入者会費払い戻し 29,000

       機関誌保管料 60,000

       日本心理学諸学会連合会費 30,000

       日本学術会議心研連会費 10,000

 予備費 4,173,927

 雑費 30,000

 合計 9,328,927  合計 9,328,927

特別会計（学生会員ABA派遣基金）
 収入の部  支出の部

 科目 予算額  科目 予算額

 前年度繰越金 359,418  学生会員ABA派遣費 150,000

 予備費 209,418

 合計 359,418  合計 359,418  
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

第2回日本在住学生会員のABA参加に対する助成事業 
国際担当常任理事 杉山 尚子 

 

5 月 28 日から 6月 1日の 5日間、米国はボス

トンで国際行動分析学会（ABA）第 30 回年次大

会が開催された。30 回記念、スキナー生誕 100

年、屈指の観光地であり学問の都であるボスト

ンという条件が重なり、参加者総数は世界 30 カ

国から実に 3817 名。大会開催時の ABA 会員数は

4490 名であるから、会員の 85％が参加するとい

う凄い大会である。もちろん今年も新記録を塗

り替えた。私がはじめて参加した第 10 回ナッシ

ュビル大会では、会員約 2500 名、参加者およそ

1800 名と当時の会長 Ellen P. Reese から伺っ

た。この数字は 1998 年ごろまでは大きく変動し

なかったようである。その頃は、会場のホテル

（ABA はホテルを借りて行なわれるので、その

ホテルに宿泊すれば職住接近で快適な生活が送

れる）は 4 月に入ってから宿泊予約しても十分

間にあったのであるが、今年などは 2 月にはす

でに満室、事務局はあぶれた会員のために近隣

のホテルを次々と確保せざるをえなくなり、今

回は最終的に５つのホテルを借りるはめになっ

たそうだ。参加者が 20 年前より 2000 名も増え

たのだから無理もないことである。 

会員数や参加者が増えたのはもちろん、世界

中に行動分析家が増えている証左でありすばら

しいことである。特に本家米国以外の国からの

会員と参加者は確実に増えている。Malott 

(2004)によれば、1998 年から 2003 年にかけて

米国内の会員数の増加率は53％であるのに対し、

米国以外では 118％である。もちろん、わが国

もそれに大いに寄与している。図1は1978年に、

本会初代会長の山口薫先生がはじめてお一人で

ABA に参加されて以来の、わが国からの参加者

総数を示したものである。総数が着実に増加し

ているが、学生会員の参加者が 1999 年から急増

し、一般会員の参加数を凌駕したことがわかる

だろう（ABA 全体では今年の学生の参加割合は

35.3％）。これは、ひとつには、米国の大学や大

学院に在籍する日本人学生が増えたこと（本年

度は 9 名。地の利を得て彼らは毎年参加する）

に起因しているが、日本からの参加者も着実に

増えている。世界でも日本でも 1998-99 年ごろ

に大きな変化があったことは面白い。今後の分

析が必要だろう。 

このような状況の中で、本会が学生会員の

ABAへの参加助成のスカラーシップを開始した

のは誠にタイムリーであったといえる。日本経

済は失速中とは言え、以前に比べれば遥かに強

い円のおかげで参加費用は格段に軽減された

（20年前に私がはじめて参加した時は親に70万

円を用意してもらったが、いまなら20~25万円で

何とかなる）。しかし、それでも負担は負担であ

る。昨年の第１回授与者からも、本年の第２回

授与者からも、「この助成金がなければ参加す

ることは考えられなかった」と言う声が聞けた

ことをご報告し、基金を支えて下さっている会

員の皆さまへの感謝の辞としたい。 

最後に、今年度助成金を授与された加藤明子

さん（上智大学大学院）、松井進さん（常磐大学

大学院）に報告記を寄稿していただいた。来年

のABAは2005年5月27日～31日までシカゴで開催

される。今年度の助成金の申込締切も10月末を

予定している。今年はあなたも応募しよう！ 

 

＜引用文献＞ 

Malott, M. E. (2004). Toward the 

globalization of behavior analysis. The 

Behavior Analyst, 27, 25-32. 
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図１．ABA年次大会への日本人参加者数。黒いバーは学生会員。白いバーは一般会員。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

ABAに参加して(1) 
スキナー生誕100周年記念大会で発表する 

  加藤 明子 (上智大学大学院聴講生) 

 

国際行動分析学会の第 30 回年次大会は、2004

年 5 月 28 日から 6月 1日までシェラトン・ボス

トン･ホテルで開かれた。私たち（加藤明子、宮

崎麻衣子、中野良顯）は、“An analysis of  the 

effects of behavioral consultation with 

parents of young children with autism on 

their teaching behavior and their 

children’s test scores”というポスターを発

表した。 

発表は長期プロジェクトである。申し込みは

7 ヶ月前の 2003 年 10 月に行った。私が英文タ

イトルと抄録の草稿を作り宮崎さんと文章を検

討した。中野先生にそれらを添削していただい

て完成させ、締め切り間際にメールで申し込ん

だ。申し込みの受領はすぐメールで知らされた

が、採用されたかどうかは 2004 年 1 月になって

も一向に知らされなかった。そうこうしている

うちに、学会のプログラムがインターネットで

公開され、そこで発表できることを確かめて、

やっと安堵の胸をなでおろした。 

 ポスターづくりは、大会 1ヶ月前から始めた。

これまでの研究室の発表経験を踏まえて、ポス

ターは B4 用紙 13 枚で作ることにした。まず私

が日本語による草案を作った。宮崎さん、助手

の山本さんとそれを修正し、その日本語版をも

とに英文ポスターを試作した。再び、宮崎さん、

山本さんと 3 人でそれを検討し、一応完成させ

て中野先生にお渡しして校閲をお願いした。こ

のとき学会はすでに 1 週間後に迫っていて、研

究室ではシンポジウムや通訳の準備もしなけれ
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ばならず、てんやわんやの大騒ぎだった。先生

は私たちのポスターの添削をして下さっただけ

でなく、ネイティブ・スピーカーのクスマノ教

授に英文の最終チェックをお願いして下さり、

立派な完成原稿に仕上げて下さった。 

 先生から完成版をいただいたのは 5 月 27 日、

出発の前日だった。大急ぎでフォントに色をつ

け、カラー・プリンターで B4 サイズに印刷し、

それを台紙に貼りこんだ。完成したのはその日

の夜 9 時過ぎだった。別にハンドアウトも 100

部印刷して、やっとのことで準備を完了するこ

とができた。 

 私たちのセッションは大会3日目の12時から

1 時半までだった。10 時ごろ会場に行き、上智

大から参加した 11 人の仲間ともにポスター12

枚とタイトル 1 枚を貼り付けた。先生はポスタ

ー・セッション当日、午前 9 時からインターナ

ショナル・ペーパーセッションの座長と通訳が

あり、また 12 時半からは UCLA プロジェクトの

マルチサイト国際会議があって非常にご多忙だ

ったが、会議開始ぎりぎりまでポスター会場に

とどまって、見学者の質問に対応してくださっ

た。先生が去られた後は、宮崎さんと二人で多

くの見学者に対応した。丁寧にポスターを読ん

でくれた人、励ましの言葉を述べてくれた人が

たくさんいて、とてもうれしかった。声をかけ

てくれた人の多くが自閉症児の教育に携わって

いる人たちだった。自閉症の子どもを持つ日本

人家族に渡したいので日本語のハンドアウトは

ないかとたずねてきた人もいた。日本語のハン

ドアウトは当日持参して行かなかったので後ほ

どメールで送ると約束した。 

 私の ABA 参加は今年で 5 回目である。今回は

30カ国かおよそ 3,800人もの人々が参加したと

いう。国内では類のない大規模な大会であり、

参加者の格好もさまざまで、老若男女、中には

小さなお子さんを連れた参加者もいる。参加証

をつけていなければ、観光客とほとんど見分け

がつかない。これらの多様な人々が「行動分析」

という共通のキーワードで結ばれ、一箇所に集

まってきたかと思うと、とても感慨深かった。 

大会中は時差ボケとの戦いである。すべてに

参加しようとすると朝か晩までスケジュールで

一杯になる。それにホテルの周辺には、チャー

ルズ川に架かるハーバード橋、ボストン美術館、

ボストンコモンなど観光意欲をそそるものばか

りである。プログラムを読むべきか、観光ガイ

ドブックを読むべきかという葛藤に悩まされた。 

今年は大会で初めて発表できたこと、尊敬する

ロヴァス先生がアワードをいただいたこと、ABA

ソーシャルでスキナー生誕 100 周年を祝うスラ

イドを見ることができたことなど、私にとって 

とても思い出深い特別の大会になった。助成

金によってこのような貴重な経験を可能にして

くださった日本行動分析学会に心からお礼申し

上げる。   

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

ABAに参加して(2) 
ABA体験記 

  松井 進  (常磐大学大学院博士課程3年) 
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真新しくて真っ白ではあるが、まだ馴染むこ

とのない枕から頭を上げたのは午前 3 時を過ぎ

た頃であった。しっくりしない枕や自分の発表

を翌日に控えた緊張感のため、早朝に目覚めて

しまうことは日本の学会に参加したときにもよ

くあることである。いつものように目覚めの一

服でもしようと、エレベーターでロビーに向か

っている途中、見知らぬ白人男性が話しかけて

きた。片言ではあったが、少しばかりテンショ

ンの高い英会話と力強い握手を交わした後に、

「よくあることではないなぁ」と思いながら、

自分が海外にいることを実感した。この出来事

から数時間後に、私にとって初めての ABA が始

まった。 

 今年の ABA で、私は言行一致の生起に関わる

変 数 に つ い て 動 物 実 験 で 調 べ た 結 果

を ”Behavioral Correspondence in Pigeons”

と題する ポスターで発表した。この研究は

Journal of Applied Behavior Analysis に掲載

された Lattal and Doepke (2001)に基づき、彼

らの研究で報告された訓練手続きの信頼性の検

討に加え、言行一致の般化に焦点を当てて行わ

れたものである。発表原稿や和英辞書などを備

えて聞きに来てくれる人を待っていると、杉山

尚子先生がお見えになった。自分の研究につい

ての説明を終えた後で、Lattal 先生をご紹介し

ていただくことになり、驚きと喜びを感じた。

また、Lattal 先生が私の発表を聞くつもりで発

表会場にお見えになったことを後で知り、発表

申し込みをする際に提出した発表要旨で先行研

究について触れて良かったと思った。しばらく

して、Lattal 先生がお見えになり、自己紹介の

後で研究の説明をした。説明の途中で予想外の

質問を受けたときには、ジェスチャーを交えた

り関連する図を指し示したりすることで、自分

の考えを理解して頂けたみたいであったが、こ

れに甘えることなく、英語力の更なる向上に努

めていきたいと思った。掲載の写真はポスター

の前で Lattal 先生と撮影したものである。今回

の発表を通して、刺激般化や行動履歴の問題な

ど、様々な人から今後の研究につながる貴重な

ご意見を賜り、良い経験をしたと思う。 

 他人の発表に関して、私は言葉が聞き手の行

動に及ぼす影響について研究しているので、主

に言語行動やルール支配行動、スケジュール感

受性に関する発表を聴講した。ABA に参加した

当初は、発表者の話していることがよく聞き取

れず、理解できないことが多かったが、英語に

触れる機会が増えるうちに徐々に理解できるよ

うになり、発表を聞くことが面白くなった。特

に、スケジュール感受性に関する発表では、今

年の日本行動分析学会においてそのテーマで発

表することもあって大変興味深く、勉強になっ

た。今回は英語の問題があり、話を聞いて理解

するというよりもスライドを見て理解すること

が多く、詳細な事まで理解できなかったので、

今度 ABA に参加するときには聞き取りの勉強を

して相手の話をより深く理解できるようになり

たい。 

 自分や他人の発表以外に、ABA に参加して印

象に残った事と言えば、人との出会いである。

今回の参加で、日本の大学や海外の大学で活躍

されている方々と交流を持ち、研究やそれ以外

の事について様々な話をすることができた。喫

煙所で知り合った海外の大学院生たちと朝まで

お酒を飲んで楽しい時間を過ごしたときには、
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コミュニケーション力も大切であることを実感

した。 

 日本に帰国し、古びていて多少の汚れはある

が、既に馴染んでいる枕の上で ABA での体験を

想起すると、初めての ABA で、初めて発表し、

初対面の人と多く知り合えて、とても良い経験

をしたと思う。今後、ABA での経験を活かし、

研究や英語力などを更に深めていきたい。 

 最後に、今回、このような貴重な経験ができ

たのは、様々な人のお力、および J-ABA の助成

のおかげであると思う。杉山尚子先生にはポス

ター発表の際に Lattal 先生をご紹介して頂い

た。また、森山哲美先生にはポスター作成や ABA

への参加にあたり、多くのご助言を頂いた。こ

の場をお借りして、感謝の意を表したい。あり

がとうございました。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

行動分析学会第22回年次大会準備委員会より 
  第22回年次大会準備委員会委員長 佐藤 方哉 

 

年次大会速報 

 

今年の日本行動分析学会年次大会は、帝京大

学で開催されます。第 22 回年次大会の見どこ

ろ・聴きどころについて、佐藤方哉実行委員長

に、インタヴュー形式で紹介して戴きましょう。 

 

大会は３日 (金曜) 夕方から始まります!  

 

Ｑ: まず、今年の大会の特徴をお聞かせ下さい。 

佐藤: その前に、会員の皆様にぜひお伝えして

おかなければいけないことが幾つかあります。

まず、会期が９月３日 (金曜) から５日 (日曜)

の二日半 に変更になりました。これは、自主企

画シンポジウムのお申し込みが多く、その一部

を公開として、３日 (金曜)の夕方に開催するこ

とにしたためです。嬉しいことに、もう会期が

二日間では短すぎるということです。 

Ｑ: 一般の参加者も３日から参加できるのです

か？ 

佐藤: もちろんです。是非、大勢の方に参加し

て戴きたいと思います。３日 (金曜)は夕方４時

から受付を開始します。 

 

お弁当の予約をお勧めします 

 

佐藤: もうひとつ大切なお願いがあります。大

会会場の帝京大学の周辺には、簡単に食事に行

ける店がありません。お弁当の予約販売をする

ことに致しましたので、是非、御利用下さい。 

Ｑ: お弁当の予約は、どうすればよろしんでし

ょうか？ 

佐藤: 大会論文集を郵送するとき、FAX 申込書

を同封致しますので、それでお願い致します。 

 

招待講演者を囲む夕食会を企画しました 

 

Ｑ: 他に大切なお知らせは、ありますか？ 

佐藤: 招待講演者を囲む夕食会を 5 日（日曜）

に企画しました。若い方々を中心に、積極的に

参加して戴けたらと思います。 

Ｑ: 夕食会、というのは、懇親会とは違うので

すね？ 

佐藤: はい、懇親会とは別の企画です。ABA (国

際行動分析学会) には、”Conversation Hour”

といって、著明な行動分析家と学生達が気軽に

話を交わすための催しがあります。今回、それ

に似たものを企画してみたわけです。特に海外

からおいで戴く、リチャード・アルビン博士と

エドワード・モリス博士のお二人とは、会場で
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はなかなか話しをする機会がないと思います。

お二人とも、日本の行動分析家と知り合えるこ

とを楽しみにしていらっしゃいます。 

Ｑ: 米国での行動分析学の最先端の話題や、今

後の展望など、講演や論文などからは伝わって

こない情報が得られそうですね？ それに、米国

留学を考えている人にとっても、貴重な機会に

なりそうです。 

佐藤: その通りです。夕食会は５日ですから４

日中に受付で申し込みを済ませて下さい。会場

は、大学近くのレストランを予定しています。 

 

公開講座、シンポジウム、特別講演... 盛

り沢山な企画です 

 

佐藤: 今年の大会は、招待講演２件、公開シン

ポジウム１件、シンポジウム３件、ワークショ

ップ１件、その他にも、理事長企画特別講演と、

行動分析家の資格問題を考える集まりがありま

す。 

Ｑ: 「理事長企画特別講演」というのは、初め

て聞く催しのように思いますが、簡単に御説明

戴けますか。 

佐 藤 : ABA に は Presidential Scholar’s 

Address というのがあるのですが、それにあた

るものです。中野理事長の御提言を受けて、順

天堂大学の北澤先生に御講演をお願いしました。

強化という現象を、中脳のドーパミンニューロ

ンの活動と関係づけた御研究を御紹介戴く予定

です。 

Ｑ: 招待講演のお二人からは、どんなお話をう

かがえるのでしょうか？ 

佐藤: アルビン博士は、オレゴン大学で障害児

教育と、教育・コミュニティ支援に活躍されて

います。今回の講演では、機能的アセスメント

について、今迄の研究の展望と問題 --- 特に現

場で、この手続きを実施する場合の具体的な問

題についての指摘と、その答えを論じて戴ける

ことになっています。モリス博士は、基礎行動

分析から、教育、幼児発達、行動分析学の歴史・

哲学と、広い研究範囲をお持ちで、現在カンザ

ス大学で御活躍です。国際行動分析学会の会長

も務められました。今回は、21 世紀の行動分析

学のあり方について語って戴きます。 

Ｑ: どちらも大変、魅力的な講演のようですが、

英語での御講演ですね... 

佐藤: はい、特に同時通訳をすることは致しま

せんが、おふた方には、ゆっくりと分かりやす

い英語でお話し戴くようお願いしてあります。

大切な点は、スライドでも示して戴けると思い

ます。 

Ｑ: 資格問題については、最近、行動分析学メ

ーリングリスト (bml) でも議論されていまし

たが。 

佐藤: これは、兵庫教育大学の藤田先生の御提

案によるもので、日本における行動分析学の専

門家としての資格をどのように考えるべきか、

自由な討論の場として活用して戴ければと思い

ます。 

 

懇親会は『多摩ビール』飲み放題 !? 

 

Ｑ: ありがとうございました。最後に、懇親会

についてお教え下さい。帝京大学の近くに『多

摩ビール』という美味しい地ビールを作ってい

るビア・レストランがあると聞いていたのです

が....てっきり懇親会の会場は、そのお店だと

思っていたら、大学の食堂ですか？ 

佐藤: ほんとうは『多摩ビール』を会場にした

かったのですが、100 人程しか収容できないと

言われてしまいました。そこで、会場は大学の

食堂を借り、『多摩ビール』さんには、出張サー

ビスをお願いすることにしました。 

Ｑ: ということは、八王子の地ビール『多摩ビ

ール』飲み放題! ということですね。どうもあ

りがとうございました。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

学会情報 
常任理事会ヘッドライン 

理事長 中野 良顯 

 
１．2004 年度常任理事会 

今年度の常任理事会は、上智大学において 4

月 11 日（日）と 7月 4日（日）の 2回、開催さ

れました。 

 

２．常任理事の交代 

 公開講座企画担当の望月 昭 常任理事から、

ご家族の介護のため、十分な仕事ができないの

で常任理事を辞退したいという申し出がありま

した。常任理事会に謀った結果、代わりに小野

浩一理事にお願いしたいという結論を得たので、

理事長からその旨お話して、先生から快諾をい

ただきました。会員の皆様にご報告申し上げま

す。小野先生には公開講座企画担当として 7 月

4 日の第 2 回常任理事会からご出席いただきま

した。 

望月 昭先生、お忙しいところこれまで常任理

事としてお骨折り下さり、ありがとうございま

した。小野 浩一先生、サバチカル後のご多忙の

なかご無理なお願いで恐縮ですが、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

３．会員数 

会員は年度当初の 630 人台から、7 月 4 日現

在で 658 名（一般 514 名、夫婦 8 名、学生 133

名、購読会員 2 名、賛助会員１名）に増加しま

した。 

 

４．2004 年度会費納入のご案内 

2004 年度の会費納入率は 7 月 1 日現在、

65.8％となっております。学会の運営は、皆様

の会費によって行われています。また年次大会

での発表のお申し込みは、会費納入を前提条件

としております。まだ今年度の会費を納入され

ていない方は、下記まで至急お振り込み下さる

よう重ねてお願い申し上げます（一般会員 7000

円、学生会員 4000 円）。 

なお、学生会員の方は、科目等履修生／聴講

生／社会人学生であることを示す今年度の在学

証明書／学生証のコピーを学会事務局宛てに郵

送か FAX でお送りください。 

郵便局: 00120-2-352016 日本行動分析学会 

 

５．機関誌の発行 

大変お待たせしました。『行動分析学研究』第

18 巻第２号が６月末に刷り上り、発送させてい

ただきました。皆様のお手許に届きましたでし

ょうか。2004 年度発行予定の第 19 巻第 1 号は

「倫理問題特集号」、第 19 巻第 2 号は、一般論

文を中心にした号を予定しており、編集作業が

進められております。引き続き、皆様からのご

投稿を心からお待ち申し上げております。 

 

６．学会主催夏期公開講座(研修会)のお

知らせ 

 2004 年 8 月 17 日（火）に、大阪市天王寺区

のアウィーナ大阪において、日本行動分析学会

主催の夏期公開講座を開催いたします。テーマ

は「『特別支援教育』を支援する：その具体的な

方法」です。午前 9 時 30 分から 17 時まで行わ

れます。 

講師としてはオハイオ州立大学から、ウィリ

アム・ヒューワード教授、甲西町民生部福祉課

発達支援室参事の藤井茂樹先生、川西市立川西

養護学校教諭の根本正巳先生お招きしておりま

す。プログラムは次の通りです。学校現場にお
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ける特別支援教育の問題に対する最新の指導法

のノウハウを提供する充実した夏期講座になる

ことを願っております。ご支援とご参加とご協

力を賜りますようお願い申し上げます。皆様お

誘い合わせの上どうぞ奮ってご参加くださいま

せ。 

お申し込みは、葉書または FAX で、お名前・

ご住所・電話番号・勤務先・勤務先電話番号・

メールアドレスを明記の上、下記までお送りく

ださい。 

〒673-1494 兵庫県加東郡下久米 942-1 兵庫

教育大学教育臨床講座 藤田継道研究室宛 

 FAX: 0795－44－2102 藤田継道研究室 

 

７．年次大会の開催 

 9 月 3, 4, 5 日、帝京大学において、第 22 回

日本行動分析学会年次大会（実行委員長佐藤 

方哉帝京大学教授）が開催されます。会員の皆

様のご参加をお待ち申し上げております。 

 

８．住所変更・お問い合わせ 

学会事務局では、新入会員のお申し込みや会

員の皆様の住所・連絡先変更などのご連絡を、

電子メールか FAX でお受けいたしております。

メールは、yoshia-n@sophia.ac.jp、FAX は、

03-3238-3658 まで、お気軽にご連絡ください。 

 
 
2004年 8月 17日(火) 

9:00 受付開始 
9:30-10:30 「通常の学校におけるLD,ADHD,高機能自閉症の子どもへの 

 特別支援教育」 

  
                       講師 上智大学教授    中野 良顯 

10:40-12:10 通常の学級に在席するLD，ADHD，高機能自閉症児の学業成績を伸ばす"
研究で実証された"５つの指導法 
       講師 オハイオ州立大学教授   W・ヒューワード 
          通訳      上智大学教授      中野 良顯 

12:10-13:10 昼食 
13:10-14:40 「ADHD､高機能自閉症児の特別支援教育を支える具体的方法： 

  離席･飛び出し･ちょっかい･私語･パニック･暴力への対応 

  課題（勉強）従事行動の増強法」   

              講師    兵庫教育大学教授  藤田 継道 
14:45-15:55 「LD児の具体的指導法（テレビで紹介された支援法：）」 

    講師 甲西町（滋賀県）民生部福祉課発達支援室 

                    参事  藤井 茂樹 
16:00-17:00 通常の学級に在席するLD､ADHD､高機能自閉症児の指導に困っている担

任の支援：豊富な具体的実践例の紹介」 

             講師 兵庫県立川西養護学校教諭  橋本 正巳 
 

研修会のお知らせ 
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「特別支援教育」を支援する : その具体的な方法 

研修会準備委員長 藤田 継道 

 
日本行動分析学会では、今年度の公開講座と

して、標記の研修会を開催することとなりまし

た。詳しくは同封の案内書をご覧下さい。申し

込みの締め切り(8月 10日)が迫っておりますの

で、参加ご希望の方は、お早めに手続きをお済

ませ下さい。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

編集後記 

 

暑中お見舞い申し上げます。遅ればせながら、

ニューズレター３５号をお送り致します。今回

もまた遅配となってしまい、会員の皆様と投稿

してくださった会員の方々には申し訳なく思っ

ております。今夏は、京都も例年に無い猛暑で

すが、会員の皆様は、如何お過ごしでしょうか。

毎朝毎日、研究室の窓を開けては寒暖計の温度

を見るそれだけで、その日の暑さが思いやられ

ます。 
今号の記事にもありましたように、公開講座

（研修会）と第２２回年次大会が迫っておりま

す。多くの会員の皆様が参加されますよう申し

上げる次第です。（藤） 

Ｊ－ＡＢＡニューズ編集部より 
書評、研究室紹介、施設・組織紹介、用語につい

ての意見、学会に対する提案や批判、求人情報、イ

ベントや企画の案内など、さまざまな記事を募集し

ています。原稿はテキストファイル形式で電子メー

ルかフロッピ（DOS）で、下記のニューズレター編

集部宛にお送りください。なお、ニューズレターに

掲載された記事の著作権は、日本行動分析学会に帰

属します。掲載された記事は、日本行動分析学会ホ

ームページでの公開を原則としていますので、ホー

ムページ上での公開を望まない事項（例えば、電子

メールアドレスなど）のある場合には、あわせてニ

ューズレター編集部までご連絡下さい。 

〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1   

 立命館大学文学部心理学研究室気付 

 日本行動分析学会ニューズレター編集部 

              藤 健一 

 ( e-mail: fuji@lt.ritsumei.ac.jp  

電話 075-466-3193)  
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A B A が ア ジ ア に 来 る ! ! 

ABA北京大会 
 

 
 

会期：2005 年 11 月 25 日～27 日 

会場：嘉里中心飯店 
 

大会参加費：＄360（昼食・バンケット付き） 

宿泊費：＄120／室 

 

発表申込：2004 年 9 月に案内開始 

発表申込締切：2005 年 1 月 
 


